
菅
野
正
文
　
山
崎
　
光
　
村

上
完
司
　
中
村
和
夫
　
南
　
利

夫
　
中
原
国
明
　
平
岡
豊
子

小
松
　
健
　
宮
本
海
衛
　
渡
辺

京
子
　
清
水
賢
二
　
成
田
秀
和
　

福
島
　
明
　
遠
藤
八
重
子
　

伴
　
三
男
　
外
山
　
清
　
中

野
　
昇
　
池
田
謙
治
　
松
本
勝

二
　
井
上
征
生
　
糸
満
　
勣

鵜
殿
輝
雄
　
高
木
幸
江
　
富
岡

義
光
　
河
面
ユ
キ
子
　
櫻
井
文

子
　
一
野
純
子
　
下
平
喜
代
子

河
野
　
眸
　
加
藤
省
爾
　
安

蔵
新
之
介
　
宮
本
正
二
　
小
田

原
春
一
　
高
橋
系
吾
　
橋
本

融
　
清
水
ハ
ル
ヨ
　
桜
井
仲
子
　

海
老
名
多
佳
子
　
長
谷
川
ヒ

サ
イ
　
中
馬
チ
ホ
　
飯
野
俊
子
　

森
　
文
子
　
板
尾
紀
子
　
青

鹿
知
子
　
虻
川
光
子
　
中
島
千

代
美
　
風
間
恭
子
　
星
野
日
名

子
　
川
野
貴
美
江
　
飯
島
　
敏

貴
貫
淳
子
　
五
十
嵐
理
恵

花
房
定
長
　
原
田
米
八
　
佐

藤
掃
之
　
霜
田
美
和
子
　
井
田

栄
一
　
室
町
　
勇
　
栢
野
純
夫
　

飯
島
健
志
　
小
池
一
道
　
柳

沢
啓
子
　
柳
沢
公
二
　
松
井
茂

晴
　
桑
名
啓
二
　
遠
藤
良
江
　

山
田
卓
也
　
三
枝
松
玖
子
　
犬

丸
秀
雄
　
福
田
眞
二
　
後
町
浩

二
　
奥
田
久
幸
　
鶴
見
義
信
　

佐
藤
和
典
　
山
岸
　
篤
　
宅
島

正
二
　
廣
瀬
　
至
　
石
井
保
彦

塩
野
　
勇
　
武
井
順
子
　
岡

田
　
要
　
永
山
美
代
子
　
早
川

恵
子
　
杉
本
佳
子
　
沢
　
珠
江
　

執
行
伸
宜
　
田
代
真
佐
子

森
本
久
一
　
村
上
四
郎
　
正
田

規
久
夫
　
服
部
磐
香
　
高
野
佳

裕
　
伊
藤
博
和
　
鈴
木
誠
子
　

見
山
　
敏
　
新
川
　
肇
　
石
川

清
隆
　
細
越
良
三
　
甲
斐
保
夫
　

今
井
克
己
　
清
水
明
朗
　
田

代
　
担
　
安
倍
公
雄
　
小
俣
　

豊
　
長
江
不
二
男
　
大
島
昭
一

朗
　
飯
島
孝
一
　
松
本
兼
太
郎
　

張
　
蘇
蘇
　
秋
山
眞
人
　
岡

里
満
門
　
小
原
沢
康
夫
　
海
老

沢
二
郎
　
福
田
重
雄
　
森
　
芒
　

景
安
秀
雄
　
森
　
透
　
明
石

義
郎
　
加
藤
一
夫
　
網
島
紀
子

大
関
八
重
子
　
ハ
ッ
チ
森
岡
　

大
澤
秀
雄
　
関
口
誠
司
　
岸
　

一
行
　
武
田
利
幸
　
大
友
春

夫
　
山
田
公
一
　
遠
藤
　
尚
　

長
島
勝
浪
　
津
田
　
隆
　
貝
塚

治
己
　
田
川
暁
子
　
井
上
美
智

子
　
柳
沢
義
廣
　
青
目
光
子
　

高
安
美
智
子
　
粕
谷
信
夫
　
高

畑
吟
蕉
　
女
池
哲
雄
　
束
原
忠

郎
　
楓
　
平
八
　
小
林
や
す
よ
　

市
川
美
和
子
　
田
伏
日
出
子
　

富
田
紀
尾
能
　
小
松
千
明
　

小
松
　
修
　
新
井
邦
子
　
七
海

弘
一
　
流
　
乱
童
　
山
本
照
子
　

メ
ア
リ
ー
・
テ
ィ
ミ
ッ
シ
ュ

岡
田
敬
一
　
立
川
武
男
　
新

井
秀
一
　
酒
井
信
彦
　
山
下
マ

ス
ミ
　
西
村
　
勉
　
多
々
良
征

四
郎
　
岩
田
有
二
　
島
　
秀
夫
　

物
井
　
弘
　
南
雲
道
幸
　
藤

田
誠
二
　
中
村
雅
人
　
横
山
典

子
　
西
田
和
子
　
平
石
健
太
郎

市
川
堅
一
郎
　
芝
崎
久
子

椎
名
久
子
　
庄
司
美
代
子
　
平

松
喜
昭
　
市
川
光
洋
　
星
　
圭

一
　
斉
藤
隆
平
　
岩
田
幸
彦

中
島
美
恵
子
　
西
端
　
茂
　
徳

山
隆
三
　
服
部
鋭
司
　
槙
山

隆
　
立
尾
總
治
　
宮
脇
嵩
峰
　

柴
田
泰
明
　
渡
瀬
道
子
　
恩
田

明
美
　
日
野
狩
　
燎
　
丸
山
千

賀
子
　
永
田
マ
サ
　
小
暮
邦
子
　

吉
田
利
子
　
伴
　
和
夫
　
堀

口
奎
子
　
土
原
亜
子
　
久
保
範

明
　
真
野
か
が
り
　
平
井
清
貴

山
中
和
彦
　
高
須
英
利
　
湊
　

國
夫
　
荒
木
正
志
　
平
岡
真

司
　
劉
　
蓮
海
　
井
田
益
彦
　

岩
城
祐
子
　
篠
田
広
巳
　
高
木

清
子
　
外
山
啓
子
　
勝
木
　
巌

鈴
木
憲
治
　
関
本
惠
一
　
益

川
三
逸
　
永
森
修
吾
　
出
口
蕗

子
　
横
山
眞
由
味
　
根
本
泰
江
　

臺
　
亜
希
子
　
足
立
和
明

城
戸
啓
一
郎
　
入
戸
野
喜
久
　

柳
　
麻
世
　
松
本
輝
光
　
氷
見

育
夫
　
千
葉
幸
世
　
奥
　
典
之
　

関
口
秀
徳
　
藤
田
誠
二
　
永

井
順
子
　
高
橋
保
夫
　
榎
本
　

清
　
大
内
啓
二
　
清
水
ふ
じ
え
　

菱
田
喜
代
子
　
絵
守
す
み
よ

し
　
小
林
一
英
　
高
原
洋
子

大
町
　
洋
　
辻
　
弘
　
森
　
政

一
　
坂
田
美
由
紀
　
畑
中
和
子

真
田
　
武
　
富
樫
隆
輔
　
平

岡
真
司
　
長
谷
川
菊
子
　
北
中

栄
一
　
岩
立
　
平
　
伊
藤
政
義

藤
井
唯
一
　
久
住
　
守
　
福

田
重
雄
　
中
村
博
之
　
森
　
章

山
本
佳
正
　
隅
山
協
夛
　
斉

藤
範
子
　
山
本
芳
男
　
一
ノ
瀬

喜
子
　
岡
田
　
隆
　
小
山
道
雄

山
田
泰
子
　
長
澤
　
寛
　
池

内
　
明
　
竹
之
内
流
水
　
蓮
見

浩
一
　
石
山
翔
子
　
依
田
至
登

志
　
井
上
廣
美
　
樋
川
忠
男
　

稲
村
　
貢
　
池
田
多
津
美
　
井

口
美
惠
子
　
吉
田
正
二
　
宇
佐

美
芳
信
　
鳥
山
正
人
　
宇
佐
美

四
子
　
山
崎
好
美
　
蓮
田
範
子
　

渡
辺
静
雄
　
渡
邊
政
義
　
さ

さ
き
せ
い
　
重
田
三
夫
　
豊
島
　

力
　
井
川
治
久
　
毛
屋
雅
子
　

岡
部
良
晴
　
稲
葉
邦
　
嶋

英
治
　
塩
谷
通
男
　
岡
上
直
子

鈴
木
重
雄
　
田
勢
憲
康
　
野

呂
潤
一
　
阿
部
康
夫
　
安
田
ま

ゆ
み
　
甲
斐
今
朝
芳
　
関
口
恵

子
　
佐
藤
　
希
　
瀬
田
雅
江
　

高
畠
勇
二
　
浦
部
珠
代
　
田
中

一
雄
　
井
口
和
子
　
望
月
　
満
　

小
堀
　
昇
　
原
田
　
保
　
辻

将
道
　
関
口
嗣
男
　
増
田
裕

子
　
岩
本
重
雄
　
川
崎
康
雄
　

栗
川
明
夫
　
坂
井
　
晃
　
柳
谷

貞
行
　
川
又
　
弘
　
高
橋
義
幸
　

高
橋
治
憲
　
八
木
正
承
　
宮

澤
　
彰
　
喜
多
　
諭
　
北
澤
ひ

ろ
子
　
松
本
喜
代
子
　
高
橋
司

郎
　
竹
谷
恭
子
　
垣
原
理
恵

竹
本
和
美
　
坂
井
寛
治
　
高
田

富
男
　
佐
久
間
典
子
　
五
十
嵐

久
美
子
　
大
山
　
明
　
上
村
文

輝
　
萩
原
路
子
　
細
谷
　
勝

関
　
美
津
子
　
金
井
由
紀
江

村
上
公
康
　
小
澤
裕
子
　
一
ノ

瀬
秀
治
　
鈴
木
　
久
　
青
柳
幸

人
　
井
上
十
三
男
　
徳
安
良
紀

加
藤
竜
吾
　
藤
田
　
脩
　
青

木
伸
吾
　
畠
山
尊
子
　
木
村
泰

治
　
内
田
眞
一
　
依
田
圭
一
郎
　

川
上
正
夫
　
長
田
信
彦
　
田

中
隆
史
　
苅
部
一
夫
　
石
橋
和

子
　
高
瀬
欣
一
　
手
塚
俊
雄
　

宮
野
　
宏
　
新
国
信
雄
　
ス
テ

イ
シ
ー
・
マ
イ
カ
ル
　
鈴
木
直

人
　
福
田
純
子
　
石
井
則
子

ノ
ー
ワ
ッ
ク
恵
子
　
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
・
ノ
ー
ワ
ッ
ク
　
志
村
明

子
　
石
垣
　
歩
　
澤
向
昭
夫
　

市
東
隆
光
　
片
岡
弥
生
　
山
路

ゆ
う
子
　
加
藤
芳
和
　
長
瀬
知

弘
　
瀧
　
幸
子
　
斉
藤
栄
子

鈴
木
隆
志
　
富
澤
素
子
　
遠
藤

浪
江
　
柴
田
伊
知
郎
　
佐
藤
民

男
　
清
水
哲
也
　
斉
藤
　
実
　

酒
井
康
英
　
石
川
功
至
　
松
延

茂
　
金
子
哲
也
　
村
越
和
弘

阿
瀬
見
　
宏
　
高
橋
伯
也
　

田
名
網
英
子
　
西
　
正
弘
　
田

川
敏
之
　
境
田
　
聡
　
室
賀

薫
　
斉
藤
和
子
　
早
山
義
郎

遠
藤
文
雄
　
ジ
ョ
エ
ル
・
ホ
ー

ム
ズ
　
野
村
隆
久
　
遠
田
公
博

長
久
保
昌
典
　
赤
羽
　
智
　

表
迫
信
行
　
長
田
幸
子
　
渡
邊

万
里
子
　
高
橋
忠
太
郎
　
秋
間

ひ
ろ
美
　
大
平
克
巳
　
大
竹
道

茂
　
古
屋
直
樹
　
渋
谷
洋
路
　

晴
佐
久
和
彦
　
前
田
光
男
　
茂

木
義
人
　
泉
崎
春
海
　
藤
森
重

臣
　
佐
藤
芳
教
　
酒
井
和
広
　

平
野
都
志
也
　
芦
澤
茂
樹
　
市

川
昌
彦
　
橋
爪
千
尋
　
高
橋
系

治
　
白
石
求
生
　
小
山
雅
史

大
屋
敷
由
美
　
富
田
昌
信
　
荒

竹
清
光
　
山
口
義
一
　
佐
藤
民

男
　
田
山
幸
子
　
土
屋
信
行

井
上
　
靖
　
宮
崎
信
子
　
西
田

智
男
　
小
山
内
　
均
　
川
島

修
　
熊
倉
　
勝
　
野
田
　
豊
　

中
島
亮
子
　
堀
内
雅
之
　
大
沼

文
雄
　
芳
賀
淳
子
　
渡
辺
佳
明

古
市
盛
久
　
遠
藤
真
司
　
宮

野
い
ず
み
　
中
村
直
人
　
増
田

礼
子
　
児
島
泰
彦
　
大
池
公
紀
　

工
藤
智
昭
　
垣
崎
　
晃
　
吉

井
広
明
　
安
井
　
実
　
齋
藤
健

一
　
鈴
木
裕
美
　
大
塚
雅
一
　

中
澤
昌
弘
　
坂
井
　
晃
　
中
山

徹
　
山
根
浩
孝
　
日
下
石
直

美
　
吉
川
浩
司
　
谷
田
弘
子

竹
浪
隆
良
　
遠
藤
伸
一
郎
　
関

基
雄
　
若
澤
直
樹
　
佐
野
晴

子
　
根
岸
秀
夫
　
濱
中
　
一

平
岡
そ
え
み
　
田
中
豊
一
　
大

村
高
一
郎
　
白
厩

し

ろ

ま

や

延
行
　
中
島

真
佐
美
　
山
下
一
郎
　
須
崎
田

鶴
子
　
吉
田
由
紀
子
　
鈴
木
秀

親
　
関
川
　
建
　
道
山
正
史
　

山
本
　
修
　
田
村
和
夫
　
伊
藤

雄
一
　
日
高
陽
子
　
坂
東
洲
雅

大
塚
和
彰
　
眞
々
田
　
透

宮
古
　
登
　
梅
原
　
久
　
渡
邊

重
幸
　
前
田
康
夫
　
小
室
賢
一
　

堀
内
雅
之
　
岡
田
高
幸
　
関

根
幸
男
　
後
藤
大
輔
　
岡
澤
雅

子
　
清
水
　
毅
　
佐
藤
か
ほ
里
　

佐
藤
和
枝
　
服
部
幸
一
郎
　

桑
原
　
爾
　
高
野
博
文
　
牧
野

光
洋
　
清
水
　
誠
　
岩
井
一
郎
　

氣
田
真
由
美
　
山
谷
安
雄

中
嶋
雅
彦
　
日
高
文
子
　
栃
倉

和
則
　
高
野
正
之
　
横
尾
康
幸

三
澤
　
昇
　
小
林
勝
巳
　
世

古
徳
浩
　
熊
野
真
司
　
永
浜
裕

之
　
丸
茂
　
聡
　
本
橋
教
子

武
井
和
幸
　
小
林
広
二
　
大
須

賀
雅
子
　
鈴
木
　
明
　
磯
村
達

夫
　
小
林
正
樹
　
金
子
洋
子
　

笹
河
悦
郎
　
関
根
信
人
　
濱
谷

雄
二
　
佐
藤
　
順
　
野
村
み
の

り
　
山
岸
聡
志
　
眞
坂
明
子
　

坂
口
雄
一
　
岩
崎
弘
明
　
小
竹
　

厚
　
栗
原
　
満
　
大
槻
　
亨

川
村
　
豊
　
石
迫
沢
己
　
矢

島
　
洋
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つ
れ
連
れ
草
は
、
主
に
学
校
長
、
副
校
長
、
園
長
、
副
園
長
、

自
治
会
長
、
文
学
者
等
に
お
願
い
し
て
、
今
回
、
創
刊
８
０
０

号
で
、
全
６
５
３
作
品
の
著
者
名
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
当

欄
は
肩
書
き
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
に
も
重
複
し
て
執
筆
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
こ
れ
ま
で
の
エ
ッ
セ

イ
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
開
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。



【
指
導
の
方
針
】

①
長
所
を
ほ
め
る
。
自
分

の
い
い
面
に
気
づ
か
せ
る
。

②
人
と
比
べ
な
い
。
過
去

の
自
分
と
比
べ
る
。

③
進
歩
が
見
ら
れ
た
ら
、

何
が
ど
う
進
歩
し
た
か
を
、

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
。

④
進
歩
を
楽
し
む
。

⑤
も
っ
と
、
と
い
う
意
欲

を
引
き
出
す
。

⑥
努
力
す
る
人
に
な
る
。

努
力
す
れ
ば
伸
び
る
。
力
も

自
信
も
つ
く
。

【
指
導
の
特
色
】

①
少
人
数
授
業
。

②
授
業
＋
個
別
指
導
。

③
プ
ロ
の
教
師
の
指
導
。

④
個
性
に
応
じ
た
指
導
。

個
別
指
導
で
個
性
を
把
握
。

小
テ
ス
ト
等
で
力
を
確
認
。

力
に
応
じ
て
演
習
を
行
う
。

【
中
学
生
の
指
導
】

主
体
性
を
重
視
。

能
力
や
適
性
に
つ
い
て
個
別

に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
特
に

長
所
を
自
覚
し
て
主
体
的
に

伸
ば
す
よ
う
指
導
。

【
小
学
生
の
指
導
】

き
め
の
細
か
い
指
導
。

き
め
細
か
く
個
性
を
把
握
。

能
力
向
上
に
重
点
を
置
く
。

能
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
り
、

記
憶
力
・
理
解
力
・
思
考
力

な
ど
の
能
力
を
磨
く
。

読
書
感
想
文
も
特
色
。

【
指
導
の
目
標
】

正
し
く
理
解
す
る
力
や
、

正
し
く
考
え
る
力
を
伸
ば
す

こ
と
に
重
点
を
置
く
。

一
生
の
財
産
に
な
る
能
力

を
磨
く
こ
と
を
め
ざ
す
。

【
特
色
】

①
超
少
人
数
制
授
業

ク
ラ
ス
定
員
７
名
程
度
で

生
徒
の
反
応
を
見
な
が
ら
確

実
に
わ
か
る
授
業
を
す
る
。

先
生
か
ら
の
一
方
的
な
講
義

で
は
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
で
は

み
ん
な
で
考
え
議
論
を
導
く

授
業
。
質
問
も
し
や
す
い
。

ま
た
個
々
に
応
じ
た
サ
ポ
ー

ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

②
科
目
選
択
受
講
制

中
学
部
は
数
学
・
英
語
・

理
科
、
高
等
部
は
数
学
・
英

語
・
物
理
か
ら
選
択
受
講
。

③
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
授
業

苦
手
分
野
克
服
の
た
め
の

数
学
塾
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
授

業
も
併
せ
て
受
講
で
き
る
。

④
自
由
に
使
え
る
自
習
室

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
自
習
室
を
開
放
し
て
い
る
。

自
習
中
わ
か
ら
な
い
所
は
質

問
で
き
る
。

【
合
格
実
績
】

▽
高
校
入
試

〈
国
立
〉
筑
波
大
付
属
２

〈
都
立
〉
戸
山
６
　
富
士
６

大
泉
５
　
新
宿
３
　
井
草
３

豊
島
３
　
西
２
　
北
園
２
他

▽
大
学
入
試

〈
国
公
立
〉
お
茶
の
水
女
大

京
都
大
２
　
京
都
府
立
医
大

埼
玉
県
立
大
２
　
首
都
大
３

千
葉
大
２
　
筑
波
大
（
理
工
）

東
大
（
理
Ⅰ)

２
　
東
学
大
２

東
工
大
２
　
富
山
大
（
医
）

東
京
海
洋
大
　
山
形
大
（
医)

電
通
大
２
　
国
際
教
養
大

〈
私
立
〉
青
山
学
院
大(

経
）

慶
應
大
３
　
北
里
大
（
医
）

芝
浦
工
大
７
　
成
蹊
大
４

中
央
大
11

東
京
薬
科
大
３

東
京
理
科
大
22

法
政
大
３
　

日
大(

獣
医)

２
　
明
治
大
17

立
教
大
６
　
早
稲
田
大
13
他
　

「
安
心
の
低
料
金
で
圧
倒

的
に
高
い
効
果
を
」
の
塾
是

の
下
、
ユ
ー
ザ
ー
目
線
に
立

っ
た
教
室
運
営
を
展
開
。

集
中
力
が
続
く
60
分
授
業

の
「
個
別
指
導
」
と
、
学
習

内
容
が
定
着
す
る
ま
で
１
週

間
に
何
日
で
も
、
１
日
何
時

間
で
も
同
料
金
で
繰
り
返
し

学
習
で
き
る
『
巡
回
指
導
』

の
セ
ッ
ト
受
講
に
よ
り
、
個

別
指
導
に
あ
り
が
ち
な
演
習

不
足
を
解
消
し
、
理
解
し
、

解
答
を
作
成
す
る
力
を
身
に

つ
け
る
。
塾
生
の
学
習
意
欲

と
成
績
の
伸
び
は
、
先
生
次

第
で
大
き
く
異
な
る
と
い
う

考
え
、
採
用
を
厳
格
化
し
、

経
験
豊
富
な
社
会
人
の
先
生

を
中
心
と
し
た
高
品
質
な
指

導
を
実
現
。
宿
題
提
出
・
理

解
度
テ
ス
ト
の
合
格
な
ど
で

ポ
イ
ン
ト
付
与
し
、
賞
品
と

交
換
す
る
制
度
を
設
け
、
学

習
意
欲
を
多
方
面
か
ら
刺
激
。

定
期
テ
ス
ト
対
策
で
は
過

去
問
分
析
を
徹
底
研
究
し
、

各
学
校
の
予
想
問
題
を
作
成

し
、
塾
生
が
間
違
っ
た
問
題

は
類
似
問
題
を
作
成
し
分
か

る
ま
で
、
で
き
る
ま
で
熱
血

指
導
。

【
特
色
】

①
小
学
生
〜
受
験
生
・
大

学
生
・
社
会
人
ま
で
多
彩
な

コ
ー
ス
を
展
開
。

②
３
名
程
度
の
少
人
数
制

ク
ラ
ス
。
個
別
指
導
あ
り
。

③
視
聴
覚
機
器
・
教
材
を

駆
使
し
、
総
合
的
な
英
語
力

を
育
成
。

④
実
用
英
語
検
定
（
英
検
）

の
準
会
場
校
。
昨
年
度
の
合

格
者
数
50
名
。（
準
１
級
合

格
者
を
含
む
）

⑤
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、

リ
ス
ニ
ン
グ
マ
ラ
ソ
ン
、
英

単
語
検
定
、
音
読
コ
ン
テ
ス

ト
の
実
施
。
学
ん
だ
こ
と
が

形
に
残
る
。

【
指
導
方
針
】

①
こ
と
ば
の
能
力
四
技
能

（
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書

く
）
を
総
合
的
に
習
得
で
き

る
適
切
な
指
導
。

②
リ
ス
ニ
ン
グ
、
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
の
充
実
に
向
け
た
徹

底
的
な
訓
練
。

③
生
徒
一
人
一
人
の
力
・

ニ
ー
ズ
を
理
解
す
る
親
身
な

指
導
で
受
験
に
も
強
い
。

「
夏
期
講
座
」

英
検
集
中
講
座
を
活
用
し
、

既
習
事
項
（
語
彙
・
文
法
中

心
）
の
確
認
を
行
う
。
毎
回

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
Ｃ
Ｄ
に

よ
る
家
庭
学
習
で
、
リ
ス
ニ

ン
グ
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

長
文
読
解
演
習
で
受
験
対
策
。

夏
期
限
定
個
別
指
導
あ
り
。

【
特
色
】

①
大
学
受
験
指
導
30
年
の

伝
統
と
実
績
の
あ
る
「
塾
」。

大
学
受
験
で
は
、
５
年
連
続

早
稲
田
大
学
合
格
。
都
立
中

堅
校
レ
ベ
ル
の
生
徒
も
早
慶

を
含
む
難
関
私
大
（
明
治
・

法
政
・
中
央
・
東
理
大
等
）

に
確
実
に
合
格
し
て
い
る
。

②
大
学
受
験
を
最
終
目
標

に
中
・
高
・
大
の
受
験
を
専

門
的
・
段
階
的
に
指
導
。
少

人
数
精
鋭
の
ク
ラ
ス
授
業
の

他
、
必
要
に
応
じ
た
個
人
指

導
コ
ー
ス
も
充
実
。（
小
三
〜

既
卒
生
）

③
本
当
の
意
味
で
の
き
め

の
細
か
い
指
導
に
よ
っ
て
、

塾
生
全
員
が
成
績
向
上
、
志

望
校
合
格
を
果
た
す
。
一
貫

し
て
高
い
合
格
率
を
保
持
。

④
塾
生
が
高
い
目
標
を
掲

げ
て
「
受
験
」
と
真
摯
に
対

峙
す
る
過
程
で
人
間
的
な
成

長
こ
そ
大
事
に
応
援
し
て
い

る
。【

指
導
方
針
】

①
『
絶
対
成
績
Ｕ
Ｐ
を
』

１
ク
ラ
ス
５
〜
15
名
の
レ

ベ
ル
別
構
成
。
指
導
技
術
は

も
ち
ろ
ん
、
人
間
性
に
優
れ

た
専
任
講
師
が
親
身
に
指
導
。

自
習
や
質
問
は
い
つ
で
も
０

Ｋ
。
も
ち
ろ
ん
中
・
高
生
の

学
校
定
期
試
験
対
策
も
完
全

サ
ポ
ー
ト
。

②
『
生
徒
個
々
の
将
来
を

考
え
た
進
路
指
導
』

塾
生
個
々
の
将
来
の
夢
や

希
望
、
適
性
を
本
人
や
保
護

者
と
面
談
を
通
じ
て
十
分
に

話
し
合
い
、
成
績
や
偏
差
値

だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
正
確
な

情
報
と
一
歩
先
を
考
え
た
進

路
の
選
択
を
ア
ド
バ
イ
ス
。

 

 

長
所
か
ら
伸
ば
せ
る

こ
の
一
瞬
が

美
し
い
と

誰
か
が
言
っ
た

初
夏
の
昼
下
が
り

私
も
食
事
す
る

大
事
な
人
と

お
陽
さ
ま
が

涼
風
を
呼
び

髪
を
な
び
か
せ
た

本
を
閉
じ
る

ペ
ン
を
走
ら
せ
る

「
命
」

と

「
い
の
ち
」

今
か
ら
頑
張
れ
ば
大
丈
夫

撮影　T .N I S H I MOTO



 

 

 

 

透明水彩画家　伊藤 雅行
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鹿島 康仁

写真家　T .N I S H I MOTO写真家　宅島 正二画家　青柳 幸人

水墨画家　高野 チヨ子 画家　小林 邦二（1916～2010）

漫
画
家
　
泉

ゆ
き
を

書
家
　
豊
島

力

漫
画
家
　
絵
守

す
み
よ
し

七人の孫に伝える海外見
聞記 作家　井上 昌子

ひたむきに画道へ
作家　小林 一英

作家　青柳幸人　
井上十三男

計画の原点は不滅か

光が丘PT計画者　

青柳 幸人

「居場所づくり｣のすすめ

光が丘PT計画者

井上 十三男

光が丘の街創りを探る

光が丘地区連合協議会

会長 高橋 司郎

コンパクトシティー　
光が丘 2020

早稲田大学名誉教授

戸沼幸市



７
９
９
号
（
５
月
５
日
）

の
２
面
、
田
柄
第
二
小
学
校
　

副
校
長
　
子
安
裕
子
と
報

道
し
ま
し
た
が
、
校
正
ミ
ス

で
し
た
。
正
し
く
は
小
安
裕

子
で
す
。
訂
正
し
て
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

編
集
部

私
は
、
平
成

31
年
度

（
令
和
元
年
度
）
４
月
に
板

橋
区
立
赤
塚
新
町
小
学
校

に
着
任
し
ま
し
た
。
思
い

返
す
と
、
教
員
生
活
が
始

ま
っ
た
の
も
昭
和
か
ら
平

成
に
変
わ
る
と
き
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
30
年
程
の
平
成

の
間
に
は
様
々
な
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。

日
々
の
生
活
で
は
、
消

費
税
が
３
％
で
導
入
さ
れ

て
か
ら
今
で
は
な
ん
と

10
％
。
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
大
会
や
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
言
っ
た
華
々
し

い
こ
と
が
あ
っ
た
反
面
、

日
本
全
国
に
大
き
な
災
害

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
は
昨
日
の
事
の
よ
う
に

覚
え
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
（
２
０
１
１

年
）
３
月
東
日
本
大
震
災
。

４
月
、
勤
務
し
て
い
た
足

立
区
で
は
計
画
停
電
も
あ

り
、
節
電
を
心
が
け
て
い

ま
し
た
。
使
用
し
て
い
な

い
部
屋
の
照
明
を
こ
ま
め

に
消
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

廊
下
の
照
明
も
一
台
お
き

に
蛍
光
灯
を
は
ず
す
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土

壌
汚
染
の
問
題
が
あ
り
、

検
査
の
結
果
数
値
が
高
い

と
表
面
の
土
を
掘
り
起
こ

し
て
埋
め
る
よ
う
な
作
業

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
プ
ー
ル
で
ヤ
ゴ
取
り
を

し
て
い
た
の
で
す
が
、
子

供
た
ち
の
健
康
を
考
慮
し

行
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
意
識
が
続
き
、
気

付
く
と
照
明
を
消
す
こ
と

が
多
い
で
す
。
防
災
の
意

識
、
危
機
管
理
意
識
が
高

ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
電
話
の
進
化
も
も
の
す

ご
い
早
さ
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
自
分
が
ア
ニ

メ
の
世
界
で
目
に
し
て
い

た
よ
う
な
物
が
今
自
分
の

目
の
前
に
あ
る
と
い
う
印

象
で
す
。
そ
し
て
、
携
帯

電
話
が
出
始
め
た
頃
は
、

ま
る
で
国
語
辞
典
を
持
っ

て
い
る
か
の
よ
う
な
大
き

さ
で
し
た
が
、
小
型
化
し

い
ろ
い
ろ
な
機
能
が
あ
り

便
利
な
物
と
な
り
ま
し
た
。

便
利
に
な
っ
た
分
、
私
は

慣
れ
る
の
に
四
苦
八
苦
し

て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
赤
塚
新
町
小

の
学
区
域
に
工
事
現
場
が

あ
り
、
安
全
面
を
見
直
す

た
め
に
通
学
路
を
調
べ
ま

し
た
。
そ
の
際
に
分
か
っ

た
こ
と
は
、
ス
ク
ー
ル
ゾ

ー
ン
が
な
い
。
標
識
が
少

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

区
職
員
と
調
査
を
進
め
た

結
果
、
光
が
丘
パ
ー
ク
タ

ウ
ン
ゆ
り
の
木
通
り
北
内

に
あ
る
小
学
校
だ
か
ら
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
が
な
く
、

道
路
幅
も
広
く
安
全
に
配

慮
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
ば

か
り
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
赤
塚
新
町

小
学
校
は
地
域
の
方
々
の

お
か
げ
で
守
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
気
付
い
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
地
域
が
練

馬
区
と
板
橋
区
が
隣
接
し

て
い
る
こ
と
で
の
戸
惑
い

も
感
じ
ま
し
た
。
夕
方
の

子
供
た
ち
が
自
宅
に
帰
る

こ
と
を
呼
び
か
け
る
放
送

の
時
間
が
違
っ
た
り
、
道

路
を
隔
て
て
区
が
違
う
た

め
に
、
表
示
が
違
っ
た
り

す
る
こ
と
等
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
も
あ
る
中
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
温
か
く
子
供

た
ち
を
見
守
っ
て
い
て
く

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す

る
毎
日
で
す
。

１
９
６
５
年
　
埼
玉
県

生
ま
れ
　
豊
島
区
在
住

-653-

赤
塚
新
町
小
学
校
副
校
長
　

矢
島
　
洋

赤
塚
新
町
小
に
着
任
し
て

訂
正
し
ま
す


